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回次
第49期

第１四半期連結
累計期間

第48期

会計期間
自2022年10月１日
至2022年12月31日

自2021年10月１日
至2022年９月30日

売上高 （千円） 3,337,134 11,071,170

経常利益 （千円） 113,902 311,961

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 73,725 279,197

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 73,806 249,149

純資産額 （千円） 3,698,829 3,674,789

総資産額 （千円） 11,351,024 10,520,648

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 58.69 222.27

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益

（円） － －

自己資本比率 （％） 32.59 34.93

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

３．当社は、第48期第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第48期第１

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告

書（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

（１）財政状態の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は4,596,403千円となり、前連結会計年度末に比べ841,349千円

増加いたしました。主な要因は、契約資産が661,537千円増加したこと等によるものであります。固定資産は

6,754,620千円となり、前連結会計年度末に比べ10,973千円減少いたしました。主な要因は、減価償却による減

少等であります。

　この結果、総資産は11,351,024千円となり、前連結会計年度末に比べ830,375千円増加いたしました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は4,520,812千円となり、前連結会計年度末に比べ956,620千円

増加いたしました。主な要因は、短期借入金が900,000千円増加したこと等によるものであります。固定負債は

3,131,382千円となり、前連結会計年度末に比べ150,284千円減少いたしました。主な要因は、長期借入金が

160,386千円減少したこと等によるものであります。

　この結果、負債合計は、7,652,195千円となり、前連結会計年度末に比べ806,336千円増加いたしました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は3,698,829千円となり、前連結会計年度末に比べ24,039千

円増加いたしました。主な要因は、利益剰余金が23,958千円増加したこと等によるものであります。

（２）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、ウィズコロナの新たな段階へと移行が進められる一方で、ウ

クライナ情勢の長期化や急激な円安に端を発した燃料価格及び原材料価格の高騰など、依然として先行きは不透明

な状況が続いております。

　当社グループを取り巻く建設業界・廃棄物処理業界におきましては、公共投資は堅調に推移し、民間建築投資に

ついても回復傾向にありますが、受注競争の激化や建設資材の高騰により、厳しい事業環境が続いております。

　こうした状況下で当社グループの環境事業では、処理単価が比較的に高い案件の受入に注力し、また、受入処理

量が当初計画を上回り、原価低減にも努めた結果、売上及び利益は堅調に推移しました。建設事業では予定してい

た案件の一部が延期となる中、大型土木工事や受注予算に見込んでいなかった大型JV工事を受注することができま

した。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高3,337,134千円となりました。営業利益は127,791

千円、経常利益は113,902千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は73,725千円となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

（環境事業）

　首都圏における建設需要の増加により受入処理量が当初計画を大幅に上回り、さらに処理が難しい汚染土壌の高

利益率案件の受入が順調に進みました。一方、燃料価格や原材料価格の高騰に見舞われましたが、原価低減にも努

めた結果、売上高は1,878,331千円、セグメント利益は187,895千円となりました。

（建設事業）

　官公庁工事において受注後、着工するまでの準備期間の短縮や大規模または中規模案件の受注待機技術者への小

工事の割り当てに注力したことで売上が堅調に推移しました。一方で、利益については、一部の民間工事において

発注者との協議が難航したことで、売上高は1,241,800千円、セグメント利益は88,802千円となりました。

（環境エンジニアリング事業）

　計量証明業務が順調に進捗し対策工事業務の受注に注力し施工が堅調に進捗しましたが、汚染土壌の処分につい

ては、運搬車両や処分場の調整に難航し、売上高は115,925千円、セグメント利益は4,369千円となりました。

（その他）

　警備業務においては、土日の警備等による稼働数の確保、交通誘導２級配置業務、24時間警備業務による平均単

価上昇により、売上高は128,677千円、セグメント利益は12,604千円となりました。
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（３）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積りについて重要な変更はありません。

（４）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

（６）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動はありません。

（７）経営成績に重要な影響を与える要因

　経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「１　事業等のリスク」に記載のとおりであります。

（８）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　今後の資金需要のうち主なものとしては、運転資金、設備投資、処理に係る外注費や労務費、借入金の返済及び

利息の支払等であります。当社グループの運転資金及び設備投資等の資本の財源は、自己資金又は金融機関からの

借入を基本としております。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,024,400

計 5,024,400

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,256,100 1,256,100 非上場

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
であります。なお、
単元株式数は100株
であります。

計 1,256,100 1,256,100 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年10月１日～

2022年12月31日
－ 1,256,100 － 293,775 － 21,775

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

2023/09/05 10:39:10／22966928_成友興業株式会社_公開申請書類（第１四半期）

- 4 -



　2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　1,255,900 12,559

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式
数は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　　200 － －

発行済株式総数 1,256,100 － －

総株主の議決権 － 12,559 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　2022年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

②【自己株式等】

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社名古屋証券取引所の「有価証券上場規程」第204条第６項の規定に基づき、第１四半期連結会計

期間（2022年10月１日から2022年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年10月１日から2022年12月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2022年９月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,565,571 1,624,213

受取手形及び売掛金 1,284,269 1,339,546

完成工事未収入金 108,610 171,692

契約資産 676,770 1,338,308

原材料及び貯蔵品 34,262 34,222

未成工事支出金 11,940 29,059

その他 73,628 59,362

流動資産合計 3,755,054 4,596,403

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,217,546 3,217,546

機械装置及び運搬具 2,314,133 2,314,147

土地 3,289,518 3,289,518

リース資産 148,753 142,679

建設仮勘定 261,317 296,601

その他 76,886 76,886

減価償却累計額 △2,698,685 △2,736,395

有形固定資産合計 6,609,470 6,600,983

無形固定資産

その他 4,757 4,483

無形固定資産合計 4,757 4,483

投資その他の資産

投資有価証券 2,794 3,216

繰延税金資産 54,671 39,352

その他 111,189 123,874

貸倒引当金 △17,290 △17,290

投資その他の資産合計 151,365 149,153

固定資産合計 6,765,593 6,754,620

資産合計 10,520,648 11,351,024

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2022年９月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,164,927 1,194,880

工事未払金 395,608 713,419

短期借入金 ※ 500,000 ※ 1,400,000

１年内返済予定の長期借入金 794,281 722,444

リース債務 19,314 16,425

未払法人税等 54,442 27,310

賞与引当金 51,739 －

契約負債 395,055 161,368

その他 188,822 284,963

流動負債合計 3,564,191 4,520,812

固定負債

長期借入金 3,077,567 2,917,181

リース債務 35,362 44,780

資産除去債務 15,514 15,544

その他 153,221 153,874

固定負債合計 3,281,667 3,131,382

負債合計 6,845,858 7,652,195

純資産の部

株主資本

資本金 293,775 293,775

資本剰余金 21,775 21,775

利益剰余金 3,359,153 3,383,111

株主資本合計 3,674,703 3,698,661

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 86 167

その他の包括利益累計額合計 86 167

純資産合計 3,674,789 3,698,829

負債純資産合計 10,520,648 11,351,024

2023/09/05 10:39:10／22966928_成友興業株式会社_公開申請書類（第１四半期）

- 8 -



（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2022年12月31日）

売上高 3,337,134

売上原価 2,977,393

売上総利益 359,740

販売費及び一般管理費 231,949

営業利益 127,791

営業外収益

受取利息 1

受取賃貸料 1,160

受取事務手数料 438

その他 169

営業外収益合計 1,769

営業外費用

支払利息 14,399

その他 1,257

営業外費用合計 15,657

経常利益 113,902

特別利益

固定資産売却益 532

特別利益合計 532

特別損失

事業所建替関連費用 1,020

特別損失合計 1,020

税金等調整前四半期純利益 113,415

法人税、住民税及び事業税 24,406

法人税等調整額 15,283

法人税等合計 39,689

四半期純利益 73,725

親会社株主に帰属する四半期純利益 73,725

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2022年12月31日）

四半期純利益 73,725

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 81

その他の包括利益合計 81

四半期包括利益 73,806

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 73,806

【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

前連結会計年度
（2022年９月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの
総額

1,600,000千円 1,600,000千円

借入実行残高 500,000 1,400,000

差引額 1,100,000 200,000

（四半期連結貸借対照表関係）

※　当社グループにおいては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約及び貸出コミ

ットメント契約を締結しております。これらの契約に基づく前連結会計年度末及び当第１四半期連結会計期

間末における当座貸越契約及び貸出コミットメント契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
（自2022年10月１日

至2022年12月31日）

減価償却費 67,453千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年12月22日
定時株主総会

普通株式 50,244 40 2022年９月30日 2022年12月23日 利益剰余金

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2022年12月31日）

１．配当金支払額

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額環境事業 建設事業
環境エンジニア

リング事業
計

売上高

外部顧客への売上高 1,878,331 1,241,208 115,925 3,235,465 101,668 － 3,337,134

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 591 － 591 27,008 △27,600 －

計 1,878,331 1,241,800 115,925 3,236,057 128,677 △27,600 3,337,134

セグメント利益 187,895 88,802 4,369 281,066 12,604 △165,879 127,791

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、建設工事現場・イベント

等の警備業を含んでおります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

セグメント利益は、各報告セグメントに配分していない販売費及び一般管理費の全社費用△166,314千円

及びセグメント間取引消去435千円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
環境事業 建設事業

環境エンジニア

リング事業
計

売上高

一定の期間にわたり移転
される財・サービス

－ 1,072,649 71,273 1,143,922 － 1,143,922

一時点で移転される財・
サービス

1,878,331 168,559 44,652 2,091,542 101,668 2,193,211

外部顧客への売上高 1,878,331 1,241,208 115,925 3,235,465 101,668 3,337,134

（収益認識関係）

当社グループの収益認識の時期別に分解した内容は次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間(自　2022年10月１日　至　2022年12月31日)

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、建設工事現場・イベント等

の警備業を含んでおります。
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当第１四半期連結累計期間
（自2022年10月１日

至2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益 58円69銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 73,725

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利
益（千円）

73,725

普通株式の期中平均株式数（株） 1,256,100

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの
の概要

―

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

るため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。

2023/09/05 10:39:10／22966928_成友興業株式会社_公開申請書類（第１四半期）

- 12 -



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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